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鋪通電刺激の α リ ズム再現時間に及ぼす影響について
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要旨 快適な賊i邑m刺激の脳幹賦活系に対する作用を明らかにするため，その活動性を表すと考えられ

ている α披再現時間J (Reappearancc time: ReAT) に及ぼす効果について検討した

対象は健康成人10名とし 3 回 RcAT を測定し その平均値を代表値とした ncAT は 15分1111 白安

静臥床後，脳波が安定していることを確認してから測定した 実験は対照群として安静臥床10分間前後

の neAT を測定し笑験群として銭通市恥i激10分間前後の ReAT を出j定 L. 比較検討した なお，対

照111'と実験群は 1 i国 1 [1]担問をあけた 似通電車蝦は合谷 手三里に 2 l-l z で快適な強度とした

その結果，安静臥床I的tの無刺激では ReAT は有意に11'1加1 した しかし鍛通7日刺激後ではl1eιへT

は有意に減少した これらの結果から快適な鍛通電刺激は脳幹毛織体賦活系の活動性を抑制することが

示唆された

I は じ め に

これまで矢野ら日は鍛通電刺激の中枢事1 1経機能

に及ぼす効果について幣域別等電位トポグラフィ一

法を指標に検討し l 快適な誠通電刺激は α得駿の

po \Vcr をI自大させ ， しかも diff u5eαwave 様の

脳波変化を引き起こすことを明らかにし?このよ

うな脳波学的な変化の発現に脳幹網織休眠活系が

関与すると考察している

そこで本研究では，錨通JG刺激の脳幹網憾体賦

活系への影響を明らかにするため，その活動性を

表す指棋として注目されている α波再現時間 Re­

ap凹arance Time 2}-4) (以降は ReAT と記す)

を指標に検討した

E 研究方 法

1 対象

俄戚成人ボランティア 10名(男性日名，女性 1

名)でp 被験者の平均年前日は21土 4 歳であった

なお l 無刺激安静l以床l\Fは 8 名，鍛i血む刺激群は

10名であった

2. ReAT の測定

J )脳波の記録法脳波の測定には日本電気三栄

製 1;\97 脳波討をmい，校正電圧 50μv 時定

数 0.35民 High cul or r. 紙送り速度 3 cm/5ec 

の条件下にて脳波を記録し，同時に全データはデー

タレコーダー (so，\y A-621) に収録した

脳波の導出方法は単極誘導とし l 左右耳突を不

関屯極として 1 6 ヶ所に皿711極を国際法 ( 1 0-20法〕

に基づいて頭皮上に装着したなお， íl1極問抵抗

は 5K l'1以下とした

2 )実験の手順

脳波出1)定は電極装結後15分経過し，悩波が安定

したことを確認してから開始した まず開眼で 5

分間の脳波を記録した後に第 1 匝l 自の ReAT の

D!I)定を行った ReAT の測定は，開l恨 3 分間!問

|邸 2 分間を l セットとして，これを 3 セット行わ

Key Words 銭通電車峨 Electroacupunclu re. α再現時IUJ Heappcarance lime of alpha rhythm (ReAT), 
脳波 E¥cclroencepha logram 
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せ，その平均値を代表値とした なお， ReAT の

測定にあたっては室内の照明は20W前後に保ち i

照明が直接目に入らないように配隠し意識的に

凝視しないよう一点をポンヤワ見ているように指

示した

無刺激1拝では，第 1 回目の ReAT の訓11定の後に

安静臥床 ( 1期限状態)のみを 10分間行わせ，第 2

回目の ReAT を測定した 方，車11鍬刺激群では

第 l 回目の ReAT を測定した後に，銀通信刺激

(関限状態)を10分rm行い，第 2 巨l目の ReAT を

祖11定したなお，同一被験者における無刺激と鍛

通電刺激時の ReAT 測定には l 週間の間隔を問l

けた

3) ReAT の判定方法

図 l に示すように rUJ眼時の脳波はリズミカルな

α波が速続的に出現しているが，開!恨を行うと，

α波は一時的にブロ γ クされて消失する しかし?

やがて α波が再現されるが。開l限後に α波が再現

されるまでの時間が ReAT である α リズムの再

現の判定は20μV以上の α波が述続四つ以上リ

ズミカルに出現したもので，第 l 番目の α波が出

現するまでの時聞を ReAT とした2 )

円 eA T
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図 ReAT の判定方法
閉限状態では α波が連続的に出現するが，開眼にさ
せると α波は時的に消失する しか し，開眠状態で
脳波を妃録しつづけるとやがて α 波が現われる 20 
μV以上で 4 つ以上回リズミカルな α 波が最初に現
われるまでの時間を ReAT とした

3 刺激部位と刺激方法

鍛通m刺激はポインタ ー F 3 (伊藤超短波株式

会社製〕 を用いて片<<111の合谷・ 手三里に 2 Hz で

快適な刺激感覚が生じる強度で10分間刺激した

なお1 パノレス波形は双極波形で duration は 0.9

rnsec であったまた ， ここでいう快適な刺激感

党とは，痛み感覚はなく l 被験者自身が心地よい

と判断した主観的な感覚であり 鍛通電装世の無

負荷時の出力電圧は66V-100Vであった

4 統計処理

Student t t田t (paired t test) を用いた

直結 果

，.測定自による ReAT の変化

図 2 は同一被験者('\= 8)で週間の間隔を聞

けて測定された第 l 回目の ReAT の変化を示す

最初の測定日の第 l 回目の ReAT は 26.2 :t 7.9秒 I

一週間後のそれはは26.5 :t 7.9秒であり 1 有:"kt的な

変化は認められなかったまた，同 被験者にお

ける平品T変動率は4.0 :t 2.9%であった
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図 2 測定日による ReAT 司変化
最初白測定日の第 1 回目白ReATは26.2 :t 7.9 秒，
週間後のそれはは26 . 5 :t 7.9秒であリ，有意的な変化
は認められなかったまた，同一被験者における平鈎
変動率は4.0 :t 2 .9% であった

2 無刺激安静臥床前後の ReAT の変化

図 3 は非~刺激変静臥床 10分I}!目前後における Re

AT の変化を被験者 (N= 8) 日 11 に示したもので

ある安静臥床開始(第 I 回目)時は26.2 :t 7.9秒
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図 3 無刺激安静臥床前後の ReAT の変化
安静臥床開始(第 1 回目)時は26.2 :t 7.9秒であった

が， 10分間の安静臥床後では35.6 :t 1 4.7秒となり 有
意(P<0.05)な増加を示したなお，被験者別での検
討では 7 例が延長し， 1 伊lが短縮した

であったが， 10分間の安静|臥床後て、は 35.6 :t 14.7 

秒となり I 有怒(P<0.05)な地加を示したなお I

被験者別での検討では 7 例が延長し l 例が短縮

した

3. 銭通電刺激前後の ReAT の変化

区14 は鋭通屯刺激前後における ReAT の変化

を被験者(N= 10)日 IJに示したものである 鍬沼恒

刺激前の ReAT は29.7:t 10.0;抄であったが，鍛造i

ílï刺激後は2 1. 2 :t 1 1. 0秒となり，有志 (P<OOOl )

な短縮を示したなおP 被験者百IJでの検討では 9

{~lJが短縮し。 2 例が無変化であった

1V考 宜
m 

Berger5) によって脳波を記録することが出来る

ようになってから脳波は閉l限状態で記録するもの

とされてきたまた 閉11良から Bf/UNにさせると α­

bloking あるいは ιattenuatlon が起こる現象

も早くから知られていた叫 しかし，開眼の状態

で脳技を記録し続ける と やがて α リズムが現れて
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図 4 鈍通電刺激前後の ReAT の変化

鈍通電刺激前の円eAT は29.7 :t 1 0.0秒であったが，
鏑通電刺激後は2 1.2:t l 1. 0秒となり，有意(Pく0 ∞1)
な短縮を示したなお，被験者別での検討では 9 例が
短縮し， 2 例が無変化であった

くることが明らかにされたのは比較的最近のこと

である岩間7) は開l恨の持続によって再現してく

る α リズムは刺激に対する慣れ (habituation) の

現象として捉え ， Hernandez-Peon8 ) らは動物実

験から開蝦持続時の α リズムの再現は不必要な感

覚刺激が脳に入らないように抑制が働いたためと

し，その機序は脳幹網様体によって行なわれたと

している

水野らのはこの現象を α リズム再現時間(同ap­

pearance time of alpha rhythm: ReAT) とし

て検討したところ ， ReAT は「反応性の健常な維

持」と「過剰刺激に対する抑制IJjとの栂刻から成

り立っているもので。上行性脳幹毛嫌体賦活系の

活動性を反映する指襟となるとして， ReAT の延

長は脳幹毛僚体賦活系の活動性の冗進を表し。 R

eAT の短縮はその低下を表すとした2)叫，9) ， 10)

一方矢野ら1) は快適な鍛通電刺激は α帯域を

地大させ， diffuseα 様 1 1).1 2 ) の脳波袈化を引き

起こすとし I その発現機序に脳幹締様体系が|刻与
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することを指摘している そこで筆者等はこの点

在明らかにするため l 鍬通f日刺激が ReAT に及ぼ

す影響を検討した

まず， ReAT の安定性であるが，同一被験者に

おいては 1 週間の間隔を開けて測定しでも大きな

変化は認められず1 個々の平均変動率は平均で

4.0 :t 2.9% と小さかった (図 2 ) すなわち ， Re 

AT は安定していることを示した

そこで対照とした無刺激安静臥床前後の変化に

ついて検討したところ， ReAT はむしろ有意に延

長したすなわち， 10分間の開限状態での安静臥

床はかえって脳幹毛様体賦活系の活動性を充進さ

せ，大脳皮質活動に刺激的に作用したものと考え

られたおそらく開眼によって様々な光刺激や視

~'i:刺激が脳幹毛様体賦活系の活動性を高めたもの

であろう

しかし， 1的引l自の鍛通電刺激では ReA'I'は有 ~t

に短縮した このことは鍛i車屯刺激によ って脳幹

毛様体賦沼系の活動性が適度に抑制されたこ とを

示す このことは，矢野らけや堀川が報告した快

速な鍛通電刺激によって dif[useα が 1:1:\現する

ということの根拠を示したものであるすなわち l

鍛通電刺激による脳幹網機体賦活系の活動性の抑

制は，大脳皮質活動の抑制を導き 1 その結果とし

て α波や diffuseα が出現しやすくなったと考

えられる また 1 矢野ら叫は鍛灸治療の気分に

及ぼす効果の検討の中で治療後は多くの!1"者が眠

気を催すことを指摘しているが1 こ の様な現象も

鍛灸治療によって脳幹毛様体賦活系の活動性が抑

制されることを間接的に支持するものである

一方，滝田9)や掲1<)はハ リ麻酔を脳波学的に検

討したと ころ録通電刺激によって di [fuse a が出

現ししかも ReAT が短縮するとし 1 この様な現

象がハリ麻酔鋲痛を引き起こしやすくすると報告

している本実験では鍛通電刺激における鎖痛効

果については測定していないが， ReAT について

は同様の結果であった

以上のことから快適な鍬通電引l激による ReAT

の短縮は I 脳幹網様休の活動性を抑制することを

示すものである

V まとめ

ReAT を指標に鍛通屯刺激が脳幹毛織休賦活系

の活動性に及ぼす効果を検討したと こ ろ次のよう

な成総を得た

( 1 ) 同一被験者における l 週間前後での ReAT

は有意な変化は認められず，しかも個々の変

動率は 4.0土 2.9% と小さかった

(2) 10分間の開眼条1'1 下での安静臥床では， Rc 

A 'I'は有意に延長した

(3) !o分間の銭通屯刺激によって RcAT は有意

に短縮した

(4) 以上のことから銭通電刺激は脳幹毛織体賦

活系の活iJiiJt1を抑制することが示された
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Effect of Elctroacupuncture on The Reappearance Time of Alpha rhythm. 
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SummarγEffect of comfonable electroacupuncture stimulation on thc reappearance lime 

of alph rhythem (RcAT) wcrc studied in 10 heathy adults volunteers. Thc 5ubjects reclimed 

on a bed throughout the expcriment. Three consccutive mC8surements of ReAT wereaveｭ

raged and used as the repr田en l i \.e value. ReAT measure-ment was s凶 rled afterthe conf 

irmation of Ihe slable EEG during a resting period of 15 minutes. ReATs ¥overe measure 

d before and after clectroacupuncture stimulalion for 10 minules in the experimcnlalsessi 

on. and without any stimulus in control se田 lon respectいでIy

Electroacupuncture stimulation was performed on LT 4 and LlIO al frequency of 2Hz with 

comfor1able intensity. As rcsull. ReAT was decreased aftereleclroacupunclure slim ulation , 

while ReAT wilho u l, any slimulus ¥.vas increased. These resulls suggcst that comforlable 

electroacupuncture slimulation inhibil the activily of thc ascending reticular activating 

system 


